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はじめに 物性物理学に端緒をなすバンドトポロジーの概念は、フォトニック結晶(PhC)のエンジ

ニアリングに新たな視点を持ち込み、バレーPhC 光導波路やトポロジカルレーザなどの興味深い

応用技術を生み出しつつある[1-3]。一方近年、トポロジカル物理においては高次トポロジカル絶

縁体が発見された[4,5]。同物理系では、３次元構造の境界において１次元および０次元の、２次

元構造においては０次元のエッジ状態が存在する。今回我々は、互いにバンド反転した２次元 PhC

における直角状境界を調べ、そこに０次元コーナー状態が存在することを見出したので報告する。

同状態は、トポロジカル PhC において光ナノ共振器として動作することが期待される。 

電磁界計算 図 1(a)に検討した２次元PhC

のユニットセルを示す。GaAs スラブで構

成される単位胞中(格子定数 a)にそれぞれ

２つの正方形空孔含む(幅 d1, d2 = 0.6a, 

0.2a)。これらセルは同一 PhC において、

縦横半周期ずらしつつセル中心を定義し

たものである。従って、２つの PhC は共

通のバンド構造を有しつつも異なるバン

ドトポロジー[6]を示し、バンド反転が起き

ている。それぞれのセルからなる２つの

PhC を用いて直線状界面を構成すると、バ

ルクエッジ対応で予言される単一導波モ

ードの存在が確認できた。次に、図 1(b)

に示すような直角状の境界を構成し 2 次

元有限差分時間領域法により調べたところ、角に局在する定在波モードの存在が分かった。この

トポロジカルコーナー状態は、PhC の２次元完全バンドギャップ内部に存在している。同モード

の閉じ込め特性など、詳細は当日報告する。 
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Fig. 1. (a) Two unit cells employed in this study. (b) 
Schematic of the corner interface formed by the 
topologically-distinct two PhCs. (c) Simulated magnetic 
field profile of the localized state at the corner.  
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